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愛媛大学について

愛媛大学「統計情報（令和4年５月１日）」
https://www.ehime-u.ac.jp/about/statistics/



愛媛大学の方向性
•第４期中期目標期間に目指すべき方向性

• 「自立・協働し未来を切り拓く人材の輩出」



愛大学生コンピテンシー
改正前 2023.7改正後

Ⅰ 知識や技能を適切に運用する能力
・必要な情報を収集・整理できる
・個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる
・習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切

に表現（記述・口述）できる

Ⅱ 論理的に思考し判断する能力
・広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる
・客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる

Ⅲ 多様な人とコミュニケーションする能力
・様々な状況に応じて適切な対話・討論ができる
・目的達成のために多様な人と協働できる

Ⅳ 自立した個人として生きていく力
・自らの個性や適性を活かして行動できる
・社会的関係の中で自分の行動を調整できる

Ⅴ 組織や社会の一員として生きていく能力
・他者を理解し、他者のために役立つことができる
・集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる
・地域や国内外の課題を多様な観点から考察し、解決に向
けて貢献できる

Ⅰ 知識や技能を適切に運用する能力
・個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる
・習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切

に表現できる

Ⅱ 論理的に思考し判断する能力
・広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる
・客観的根拠に基づき判断し、解決策を提示できる

Ⅲ 多様な人と協働する能力
・様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる
・目的達成のために多様な人と協働できる

Ⅳ 自立した個人として生きていく能力
・自らの個性や適性を活かして行動できる
・社会的関係の中で自分の行動を調整できる

Ⅴ 組織や社会を牽引する能力
・集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる
・地域や国内外の課題に関心をもち、よりよい未来に向け

て貢献できる



未来思考支援科目群
• 教育目的：変化の時代を生き抜き，世界的課題を理解して

地域や国内外に生じる未来に向けた課題解決に貢献でき
る人材となるための基礎的知識と思考力を身につける。



愛大の共通教育

http://web.iec.ehime-u.ac.jp/curriculum.html



科目群の開発に向けて
•訪問調査

• 「フューチャー・デザイン」（西條辰義先生）

• 「未来ワークショップ」（倉阪秀史先生）

「脱炭素時代の地域の持続可能性を考えOPOSUM」
https://opossum.jpn.org/%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E3%8
2%AB%E3%83%AB%E3%83%862050/



「未来思考リテラシー」概要

オンデマンドによる必修科目（2年次後期以降）



「未来思考の教科書」（準備中）
• ２０２４年版構成

• 「未来思考とは」

• 「未来の兆候」

• 「未来の予測」

• 「創造の方法」

• 「未来に臨む態度と行
動」

• 「未来のコミュニティ」

• 「未来の倫理」

• 「未来思考の高め方」

•今後執筆予定の章
• 「未来の論点」

• 「地球と生態系の未来」

• 「データの理解」

• 「対話と熟議」

• 「未来を担う専門性」

• 「社会への発信」

• 「課題発見の方法」





論点
• 「自分事」として未来を捉えるには？

• 一方向的なオンデマンド授業中心の本科目群
の最大の課題

• オンデマンド授業については、学期中の対面
式の公開オフィスアワーを予定

• 対面のセミナー形式の授業を発展科目とし
て配置している

•伝えるべき知識には何があるのか

•学生が考えたくなるような課題の出し方

•そもそも「未来について考えられる力」とは？
• 「未来思考リテラシー」最終課題用ルーブリック

の試作






